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神
武
東
征
に
お
け
る
倭
国
連
合
を
明
ら
か
に
す
る 

本
論
で
は
、
古
代
の
人
が
各
地
に
名
付
け
た
同
種
、
同
名
の
山
の
配
置
か

ら
、
そ
の
意
を
読
み
解
き
神
武
兄
弟
が
東
征
の
前
、
北
九
州
の
倭
国
の
ク
ニ

グ
ニ
と
連
合
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

大
和
で
の
建
国
は
日
向
を
出
発
し
た
神
武
東
征
に
始
ま
る
と
、記
紀
が
記

す
の
で
、
魏
志
が
記
す
邪
馬
台
国
と
の
関
係
が
見
え
ず
、
多
く
の
議
論
を
生

ん
で
き
た
。
わ
ず
か
に
東
征
が
宇
沙
（
宇
佐
）
に
到
る
後
、
た
だ
ち
に
東
に

向
か
わ
ず
、「
竺
紫
の
岡
田
宮
」
に
迂
回
し
た
と
記
す
箇
所
が
、
邪
馬
台
国

と
の
連
合
を
想
起
さ
せ
る
が
推
測
の
域
を
出
な
い
。こ
の
関
係
を
文
献
学
や

考
古
学
で
立
証
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
困
難
と
思
わ
れ
る
。 

 

「
た
か
と
り
山
」
と
「
○
尾
山
」
で
ア
プ
ロ
ー
チ 

同
名
の
「
高
取
山
」（
数19

）・「
鷹
取
山
」（18

）
と
、
同
種
の
「
○
尾

山
」（233

）
を
取
り
上
げ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
○
に
は
異
字
が
入
る
。 

こ
れ
ま
で
の
地
名
研
究
例
と
し
て
は
、
安
本
美
典
（*

１
）
の
、
邪
馬
台

国
比
定
地
の
一
つ
『
夜
須
町
付
近
の
地
名
が
奈
良
に
移
動
し
て
い
る
』
と
す

る
研
究
が
あ
る
。
ま
た
井
上
赳
夫
（*

２
）
は
、『
神
武
東
征
・
日
本
武
東
征

の
経
路
に
は
高
田
な
ど
の
「
タ
カ
」
型
地
名
が
沿
っ
て
い
る
』
と
す
る
研
究

が
あ
る
。
石
井
好
（*

３
）
は
、
丸
地
名
の
拡
散
密
度
の
勾
配
か
ら
、
高
天

原
は
朝
倉
付
近
で
、
東
征
が
あ
っ
た
と
す
る
研
究
が
あ
る
。
三
人
の
研
究
か

ら
、
東
征
で
は
地
名
の
名
付
け
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

地
名
は
風
化
を
受
け
に
く
い
と
す
る
評
価
も
あ
る
が
、山
名
は
別
名
や
後

人
が
名
付
け
た
と
の
伝
承
が
多
々
あ
り
、歴
史
研
究
に
疑
義
も
提
起
さ
れ
る
。

し
か
し
一
山
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
同
種
・
同
名
の
山
を
グ
ル
ー
プ
と
し

て
検
討
す
る
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
た
。 

 

全
国
の
高
取
山
・
鷹
取
山
は
東
征
の
ベ
ク
ト
ル
だ
っ
た 

神
奈
川
県
に
集
中
す
る
六
山
の
配
置
や
伝
承
か
ら
、東
征
隊
が
高
取
山
か

ら
鷹
取
山
方
向
に
進
ん
だ
ベ
ク
ト
ル
（
矢
印
）
と
考
え
た
。
全
国
の
「
た
か

と
り
山
」
の
位
置
を
図
１
に
示
す
。 



四
国
・
中
国
・
丹
波
の
配
置
を
見
て
も
、
高
取
山
と
鷹
取
山
が
対
に
見
え

る
。
そ
こ
で
、
対
と
思
わ
れ
る
山
を
結
び
符
号
を
付
け
た
。 

こ
の
「
た
か
と
り
山
」
も
井
上
赳
夫
が
い
う
、
東
征
に
沿
っ
た
「
タ
カ
」

型
地
名
と
考
え
た
。「
タ
カ
」
の
一
字
を
変
え
て
進
攻
方
向
と
し
て
い
る
。

奈
良
を
境
に
西
は
神
武
東
征
、
東
は
日
本
武
東
征
の
足
跡
で
あ
る
。
ベ
ク
ト

ル
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｋ
は
瀬
戸
内
海
を
進
ん
だ
東
征
隊
が
、
中
国
・
四
国
・
丹
波
へ

遠
征
し
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
で
東
征
に
六
年
も
要
し
た
と
す
る
、
書
紀
記

載
の
年
数
も
納
得
で
き
る
。 

ま
た
、
二
つ
の
東
征
は
同
じ
「
た
か
と
り
山
」
を
用
い
て
い
る
の
で
、

一
連
の
建
国
事
業
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。山
々
を
検
証
し
た
結

果
は
、
書
（*

４
）
で
報
告
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
省
く
。 

 

神
武
隊
は
本
隊
と
合
流
し
た 

宇
佐
を
経
た
後
の
「
竺
紫
の
岡
田
宮
」
迂
回
は
、
東
征
本
隊
と
の
合
流
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

九
州
の
「
た
か
と
り
山
」
の
位
置
を
拡
大
し
て
図
２
に
示
す
。
６
対
の
ベ

ク
ト
ル
が
あ
り
、
内
３
対
で
朝
倉
市
に
三
角
域
Ｔ
を
形
成
し
て
い
る
。
ベ
ク

ト
ル
Ｆ
は
反
対
に
延
び
る
点
線
の
よ
う
に
、
日
向
に
延
び
て
い
て
、
神
武
兄

弟
が
高
千
穂
宮
で
東
征
を
相
談
し
た
後
、
Ｔ
に
向
か
っ
た
足
跡
と
考
え
る
。

倭
国
と
の
連
合
の
た
め
で
あ
る
。
ベ
ク
ト
ル
が
短
い
の
は
、
多
用
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
か
、
倭
国
の
領
域
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 

ベ
ク
ト
ル
Ｄ
と
Ｅ
は
筑
紫
平
野
の
人
々
が
、Ｔ
に
向
か
い
集
合
し
た
こ
と

を
記
録
し
て
い
る
。
直
方
市
の
鷹
取
山
に
延
び
る
ベ
ク
ト
ル
Ｇ
は
、
天
草
や

島
原
の
人
々
が
Ｔ
付
近
で
合
流
し
た
後
、岡
田
宮
方
向
に
進
ん
だ
本
隊
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
本
隊
の
こ
と
が
記
紀
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
後

の
議
論
を
生
ん
で
き
た
。
東
征
の
最
中
に
亡
く
な
っ
た
、
長
兄
の
五
瀬
命
の

隊
だ
っ
た
た
め
記
載
が
無
い
の
だ
ろ
う
。 

ベ
ク
ト
ル
Ｈ
は
、
東
征
を
決
め
た
神
武
が
筑
肥
山
地
を
越
え
、
生
ま
れ
里

の
高
千
穂
峰
山
麓
に
一
旦
戻
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。東
征
の
準
備
だ
ろ
う
。

ベ
ク
ト
ル
Ｓ
は
、西
都
原
の
男
狭
穂
塚
古
墳
横
に
あ
る
高
取
山
か
ら
宇
佐
神

宮
の
南
西
に
あ
る
鷹
取
山
に
延
び
て
い
て
、記
紀
が
記
す
東
征
最
初
の
行
程

で
あ
る
。
西
都
原
を
出
発
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

古
事
記
は
東
征
出
発
に
つ
い
て
、「
す
な
は
ち
日
向
よ
り
發
た
し
て
筑
紫

図２ 九州のたかとり山 



に
幸
行
で
ま
し
き
。
故
、
豊
国
の
宇
沙
に
到
り
ま
し
し
時
、・
・
・
」
と
記

し
て
い
て
、
順
次
式
に
読
め
ば
ま
ず
筑
紫
に
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
迂
回
先

の
「
竺
紫
の
岡
田
宮
」
は
、
異
な
る
「
竺
紫
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
岡
田

宮
の
こ
と
で
は
な
い
。
筑
紫
を
Ｔ
方
向
に
比
定
で
き
る
。 

 

倭
の
ク
ニ
グ
ニ
は
東
征
に
参
加
し
た 

倭
の
ク
ニ
グ
ニ
が
東
征
に
参
加
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。図
３
で

は
北
九
州
の
「
た
か
と
り
山
」
分
布
に
「
○
尾
山
」
を
追
加
し
た
。「
○
尾

山
」
の
中
で
も
「
高
お
山
」
は
特
別
に
意
識
さ
れ
た
山
で
全
国
に56

と
数

が
多
い
。 

魏
志
に
記
す
一
支
国
の
壱
岐
と
末
櫨
国
比
定
地
の
唐
津
に
「
高
尾
山
」
が

見
つ
か
る
。
伊
都
国
比
定
地
の
糸
島
市
は
、
同
じ
「
タ
カ
」
型
地
名
の
「
高

祖
山
」
が
あ
っ
て
、「
世
王
在
り
」「
一
大
率
」
が
い
た
と
記
す
よ
う
に
、
特

別
な
国
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。奴
国
・
不
弥
国
付
近
に
は
大
宰
府
市
の「
高

雄
山
」
が
あ
る
。
こ
こ
が
「
高
雄
山
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
経
路
の
区
切

り
の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ク
ニ
グ
ニ
も
大
宰
府
付
近
で
、
本
隊
に
合
流

し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
近
く
の
米
ノ
山
峠
に
笹
尾
山
・
竹
の
尾
山
を
残

し
て
、
合
流
後
こ
の
峠
を
越
え
た
こ
と
ま
で
記
録
し
て
い
る
。 

そ
の
余
の
ク
ニ
の
参
加
は
五
島
、
武
雄
、
鹿
島
に
「
○
尾
山
」
で
記
録
し

て
い
る
。「
高
尾
山
」
で
な
い
の
は
、
旁
国
と
し
て
の
区
別
で
あ
ろ
う
。 

若
松
半
島
の
岩
尾
山
、
舟
尾
山
は
遠
賀
川
下
流
を
指
し
示
す
。
山
名
の
頭

を
と
っ
た
岩
舟
は
上
流
に
あ
る
船
尾
山
と
あ
い
ま
っ
て
、東
征
の
為
の
造
船

を
記
録
し
て
い

る
。
船
尾
山
の

木
の
川
出
し
地

と
思
わ
れ
る
、

遠
賀
川
支
流
を

訪
ね
る
と
位
登

古
墳
が
あ
っ
た
。

伊
都
国
の
人
が

采
配
し
た
の
で

あ
ろ
う
。 

第

一

層

の

「
た
か
と
り

山
」
が
進
攻
方

向
を
示
し
、
二

層
の
「
高
尾
山
」

が
一
層
を
補
助
し
、
三
層
の
「
○
尾
山
」
が
事
跡
な
ど
を
記
録
し
て
い
る
。 

真
実
を
知
る
人
の
み
が
、
で
き
た
内
容
で
あ
る
。
良
く
考
え
ら
れ
た
山
名

や
配
置
は
、
用
意
周
到
な
東
征
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。 

以
上
の
事
柄
は
、
魏
志
が
記
す250

年
こ
ろ
の
後
、
神
武
東
征
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
分
か
る
。
三
角
域
Ｔ
は
邪
馬
台
国
の
都
で
、
卑
弥
呼
が
住
ん
だ
所

と
考
え
る
。
ま
た
ベ
ク
ト
ル
Ｄ
と
Ｅ
で
も
っ
て
、
筑
紫
平
野
全
体
が
、
邪
馬

台
国
の
領
域
と
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

図3 北九州のたかとり山と○尾山 



卑
弥
呼
（
天
照
大
神
）
が
住
ん
だ
都
は
高
天
原 

高
取
山
・
高
尾
山
な
ど
の
「
高
」
は
、
高
天
原
の
高
と
考
え
る
。
ま
た
「
取
」

は
鷹
や
尾
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
征
が
「
高
天
原
の
使
い
の
鳥
」
と

認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
別
な
「
高
祖
山
」
は
高
天
原
の
祖
・
卑

弥
呼（
天
照
大
神
）が
、伊
都
国
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

図
４
は
三
角
域
Ｔ
を
拡
大
し
た
図
で
あ
る
。
約10

㎞
前
後
の
辺
の
三
角

域
は
、
筑
紫
平
野
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
扇
状
地
形
に
あ
る
。
扇
状
地
奥

に
は
、
天
照
大
神
を
祀
る
美
奈
宜
神
社
が
あ
る
。
底
辺
部
に
は
多
重
環
濠
が

残
る
平
塚
川
添

遺
跡
が
あ
る
。

三
角
域
中
央
に

あ
る
三
奈
木
は
、

各
頂
点
に
あ
る

三
つ
の
「
木
」

が
つ
く
地
名
の

高
木
、
甘
木
、

杷
木
が
「
高
甘

杷
＝
高
天
原
」

と
暗
に
示
す
地

名
と
考
え
る
。 

  

安
本
美
典
に
よ
れ
ば
、こ
の
付
近
の
地
名
が
同
じ
地
形
の
奈
良
に
移
動
し

て
い
る
。*

１
記
載
の
地
名
図
を
比
較
す
る
と
東
征
後
、
神
武
が
都
と
し
た

橿
原
は
こ
の
三
角
域
に
一
致
す
る
。
書
紀
で
は
古
語
と
し
て
「
・
・
高
天
原

に
千
木
高
く
・
・
」
と
神
武
の
橿
原
即
位
を
記
し
て
い
る
。
書
紀
編
纂
の
こ

ろ
は
、
消
え
て
い
た
が
古
く
は
、
橿
原
を
高
天
原
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
東
征
は
同
じ
地
形
に
、
高
天
原
を
移
し
た
遷
都
で
も
あ
っ
た
。 

 

卑
弥
呼
の
宮
殿
跡
は
ど
こ
？ 

神
武
は
宮
殿
ま
で
も
同
じ
場
所
に
建
て
た
と
す
る
と
、橿
原
宮
は
天
香
久

山
の
西2.7

㎞
に
あ
る
の
で
、朝
倉
の
同
じ
場
所
を
探
せ
ば
卑
弥
呼
の
宮
殿

跡
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
天
香
久
山
に
相
当
す
る
高
山
（
香
山
）
が
杷
木
に

あ
る
が
、
そ
の
西
は
筑
後
川
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
山
の
近
く
に
、
ア
マ
テ

ラ
ス
の
ア
と
ス
を
抜
い
た
麻
底
良
（
マ
テ
ラ
）
山
が
あ
る
。
天
照
大
神
と
父

母
兄
弟
が
祀
ら
れ
て
い
て
、畏
れ
多
く
奈
良
に
は
移
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
麻
底
良
山
の
西2.7

㎞
に
須
川
集
落
が
あ
る
。 

集
落
を
訪
ね
て
み
る
と
、
筑
後
川
よ
り30

ｍ
ほ
ど
高
い
台
地
に
あ
り
、

北
と
東
は
山
に
面
し
、南
は
竹
や
ぶ
で
保
護
さ
れ
た
深
い
濠
が
多
重
に
取
り

囲
ん
で
い
た
。筑
紫
平
野
を
見
渡
せ
て
宮
殿
の
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
所
で
あ

っ
た
。高
祖
山
→
麻
底
良
山
は
卑
弥
呼
が
移
っ
た
ベ
ク
ト
ル
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
と
別
な
ベ
ク
ト
ルH1

→F2

と
の
交
点
が
須
川
に
な
っ
て
い
る
。 

 

 

図４ 現代地図での高天原 



神
武
東
征
と
倭
国
と
の
連
合
は
必
然
な
行
動 

高
天
原
か
ら
降
っ
た
邇
邇
芸
命
か
ら
数
代
を
経
て
、神
武
兄
弟
が
生
ま
れ

る
。
よ
う
や
く
東
征
の
時
期
を
迎
え
て
、
高
天
原
が
あ
る
邪
馬
台
国
に
出
向

き
、
倭
国
の
ク
ニ
グ
ニ
と
連
合
す
る
こ
と
は
、
必
然
な
行
動
で
あ
る
。 

図
５
は
壱
岐
と
唐
津
に
あ
る
「
高
尾
山
」
を
結
び
、
北
と
南
に
延
長
を
試

み
た
図
で
あ
る
。
北
は
対
馬
の
峰
町
を
経
て
、
狗
邪
韓
国
比
定
地
の
金
海
に

到
る
。
南
は
人
吉
市
の
高
尾
山
を
経
て
、
高
千
穂
峰
に
到
る
。
こ
の
直
線
は

方
位152

度
で
、
夏
至
の
日
の
出
の
方
位62

度
を
東
と
し
た
と
き
の
、
真

南
に
当
た
る
。 

記
紀
は
出
雲
の
「
国
譲
り
」
や
「
葦
原
中
国
平
定
」
な
ど
各
地
に
人
を
派

遣
し
、
倭
国
の
勢
力
拡
大
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
高
天
原
か
ら
「
天
孫

降
臨
」
し
た
邇
邇
芸
命
が
、
高
千
穂
峰
で
「
此
地
は
韓
国
に
向
ひ
、・
・
・

吉
き
地
」
と
述
べ
た
と
古
事
記
に
記
し
て
い
る
。
邇
邇
芸
命
は
、
こ
の
高
千

穂
峰
か
ら
狗
邪
韓
国
に
延
び
る
直
線
を
、
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
の
方
角
に
「
韓
国
岳
」
を
名
付
け
た
。 

 

魏
志
は
対
馬
国
か
ら
一
支
国
へ
の
渡
海
を
、「
ま
た
南
に
一
海
を
渡
る
」

と
こ
の152

度
の
方
位
を
南
と
記
し
た
。
そ
こ
で
上
陸
後
も
、
こ
の
基
準
で

行
程
の
方
角
を
記
録
し
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
混
乱

を
招
い
た
。「
東
南
伊
都
国
」「
東
南
至
奴
国
」「
東
行
不
弥
国
」
さ
ら
に
、

不
弥
国
か
ら
「
南
至
投
馬
国
」
の
西
都
、「
南
至
邪
馬
台
国
」
の
朝
倉
、「
其

南
狗
奴
国
」
の
菊
池
の
全
て
が152

度
の
方
角
基
準
で
整
合
す
る
。
先
の
ベ

ク
ト
ル
Ｆ
は
こ
の
線
上
に
あ
る
。 

 

唐
津
市
の
呼
子
上
陸
か
ら
三
角
域
Ｔ
ま
で
の
距
離
は
、現
在
の
道
路
地
図

で
宇
美
町
経
由
約134km

で
あ
る
。
沼
や
川
の
渡
り
の
迂
回
を
考
え1.3

倍
し
て
、
要
し
た
日
数30

日
で
除
す
る
と
一
日
あ
た
り
約6

㎞
と
な
る
。

人
数
や
そ
の
他
状
況
が
分
か
ら
な
い
だ
け
に
、極
端
に
遅
い
と
は
い
え
な
い
。 

 

日
程
も
帯
方
郡
か
ら
呼
子
ま
で
の10

日
を
除
く
と
、
投
馬
国
の
西
都
ま

で
の10

日
は
一
日
あ
た
り
漕
航
が
西
回
り
約50

㎞
、
東
周
り
約40

㎞
と

な
り
、三
度
の
渡
海
の
約30

～70

㎞
と
比
較
し
て
妥
当
な
日
数
と
い
え
る
。 

 
耳
成
山
は
彌
彌
に
よ
る
建
国
宣
言 

橿
原
の
耳
成
山
の
命
名
は
、
彌
彌
が
成
し
た
建
国
の
高
ら
か
な
宣
言
と

い
え
る
。
投
馬
国
の
官
、
彌
彌
お
よ
び
副
官
、
彌
彌
那
利
す
な
わ
ち
神
武
兄

図5 魏志が記す行程の方角 



図６ たかとり山、○尾山が示す神武東征の経路 

弟
は
ま
ず
邪
馬
台
国
の
都
、
高
天
原
に
出
向
き
連
合
し
、
後
の
大
和
と
な
る

大
倭
を
結
成
し
た
。
神
武
は
一
旦
、
日
向
に
戻
り
準
備
を
し
て
出
発
し
、
遠

賀
川
流
域
で
本
隊
と
合
流
し
た
。
そ
し
て
中
国
・
四
国
・
丹
波
の
各
地
を
隈

な
く
言
向
け
し
、
つ
い
に
奈
良
の
橿
原
に
建
国
し
た
。 

 

「
た
か
と
り
山
・
○
尾
山
」
が
示
す
東
征
の
経
路
を
図
６
に
示
す
。 

 

あ
と
が
き 

東
征
に
よ
る
建
国
は
、
創
ら
れ
た
神
話
で
は
な
か
っ
た
。
記
紀
は
東
征
の

一
部
し
か
記
し
て
い
な
い
が
、
山
々
が
示
す
内
容
と
一
致
し
て
い
る
。 

数
代
に
わ
た
る
建
国
の
準
備
や
、
潅
漑
稲
作
・
鉄
の
文
化
を
伝
え
た
東
征

は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
建
国
の
過
程
と
言
え
る
。
山
々
の
記
録
と
と
も
に

誇
れ
る
遺
産
で
あ
る
。 
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